
授 業 科 目 名 特別支援教育（Special Needs Education） 

科 目 番 号 9606111 授 業 形 態 講義 

単 位 数 1単位 標 準 履 修 年 次 3年次 

実 施 学 期 春AB 曜 時 限  火曜・6時限 

対 象 学 群 ・ 学 類  

担当教員（連絡先） 
〇小林 秀之，米田 宏樹，鄭 仁豪，左藤 敦子，小島 道生，川間 健之介，竹田 一則，宮本 昌子，野呂 文行， 

岡崎 慎治，三盃 亜美 

オ フ ィ ス ア ワ ー オーガナイザー 小林秀之 水曜日9:00－10:00 

授 業 の 到 達 目 標 

 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。 

・障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。 

授 業 の 概 要 

  

 

我が国のインクルーシブ教育システム化においては、通常のクラスに障害のある児童・生徒が在籍することは当然の

こととなる。そのため、障害について知り、障害をより良く理解し、適切な教育環境を作ることが必要となっている。ここ

では種々の障害のある児童・生徒児の正しい理解及び障害児の教育について、加えて、母国語や貧困の問題等によ

り特別の教育的ニーズのある児童・生徒への対応の必要性を解説する。 

授 業 計 画 

 

授業計画 

第１回：特別支援教育及びインクルーシブ教育の制度と理念 障害はないが特別な支援の必要のある児童・生徒への

支援（担当：米田宏樹） 

 ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育ｼｽﾃﾑ 就学指導と教育措置 学校教育法と特別支援教育制度 特別支援教育の動向と展望 

第２回：視覚障害児の教育（担当：小林秀之） 

 視覚障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第３回 聴覚障害児の教育（担当：鄭仁豪） 

 聴覚障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第４回 知的障害児の教育（担当：小島道生） 

 知的障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法  

第５回  肢体不自由児の教育（担当：川間健之介） 

 肢体不自由の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第６回 病弱・身体虚弱児の教育、アレルギーのある子どもの理解（担当：竹田一則） 

 病弱・身体虚弱の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 アレルギーのある子どもの理解 

第７回 言語障害児の教育（担当：宮本昌子） 

 言語障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第８回  自閉症・情緒障害児の教育（担当：野呂文行） 

 自閉症・情緒障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法  

第９回 注意欠陥多動性障害児の教育育（担当：岡崎慎治） 

 注意欠陥多動性障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第１０回 学習障害児の教育（担当：熊谷恵子） 

 学習障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

定期試験 

成 績 評 価 方 法 定期試験（100％）により評価する。 

テ キ ス ト 

 

小学校学習指導要領（平成29年3月告示） 

中学校学習指導要領（平成29年3月告示） 

小学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月） 

中学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月） 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月告示） 

小林秀之・米田宏樹・安藤隆男編著『特別支援教育 -共生社会の実現にむけて-』ミネルヴァ書房，2018. 

参 考 文 献 授業中に提示する。 

授 業 外 に お け る 

学 習 方 法 

テキストを用いた予習と授業時の配布資料等による復習、授業中に出たトピックについて主体的な調べ学習。 

受講学生に望むこと 教壇に立った時に、特別なニーズのある児童生徒は必ず教室にいます。自覚をもって主体的に学習してほしい。 

備 考 旧課程の障害児指導法に対応。 

 



  実施方法：オンライン（オンデマンド型） 
 

 

授 業 科 目 名 特別支援教育（Special Needs Education） 

科 目 番 号 9606211 授 業 形 態 講義 

単 位 数 1単位 標 準 履 修 年 次 3年次 

実 施 学 期 秋AB 曜 時 限  金曜・6時限（オンデマンド） 

対 象 学 群 ・ 学 類  

担当教員（連絡先） 
〇米田 宏樹（hyoneda@human.tsukuba.ac.jp），小林 秀之，鄭 仁豪，左藤 敦子，小島 道生，川間 健之介，竹田 一

則，宮本 昌子，野呂 文行，岡崎 慎治，熊谷 恵子 

オ フ ィ ス ア ワ ー オーガナイザー 米田宏樹 金曜日 １１：３０－１２：３０ 

授 業 の 到 達 目 標 ・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。 

・障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解す

る。 

授 業 の 概 要 

  

 

我が国のインクルーシブ教育システム化においては、通常のクラスに障害のある児童・生徒が在籍することは当然

のこととなる。そのため、障害について知り、障害をより良く理解し、適切な教育環境を作ることが必要となっている。

ここでは種々の障害のある児童・生徒児の正しい理解及び障害児の教育について、加えて、母国語や貧困の問題

等により特別の教育的ニーズのある児童・生徒への対応の必要性を解説する。 

授 業 計 画 

 

授業計画 

オンライン（オンデマンド）による講義配信とする。原則として、毎週金曜 6 限開始時間に、各回の授業動画をアップ

し、1週間以内に視聴し、当該授業回の小テストに回答するものとする。 

第１回：特別支援教育及びｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の制度と理念 障害はないが特別な支援の必要のある児童・生徒への支

援（担当：米田宏樹） 

第２回：視覚障害児の教育（担当：小林秀之） 

 視覚障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第３回 聴覚障害児の教育（担当：左藤敦子） 

 聴覚障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第４回 知的障害児の教育（担当：小島道生） 

 知的障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法  

第５回  肢体不自由児の教育（担当：川間健之介） 

 肢体不自由の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第６回 病弱・身体虚弱児の教育、アレルギーのある子どもの理解（担当：竹田一則） 

 病弱・身体虚弱の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 アレルギーのある子どもの理解 

第７回 言語障害児の教育（担当：宮本昌子） 

 言語障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第８回  自閉症・情緒障害児の教育（担当：野呂文行） 

 自閉症・情緒障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法  

第９回 注意欠陥多動性障害児の教育育（担当：岡崎慎治） 

 注意欠陥多動性障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

第１０回 学習障害児の教育（担当：熊谷恵子） 

 学習障害の理解 その特徴と学びの場 教育の内容と方法 

 

成 績 評 価 方 法 各回オンデマンド講義後に manaba の小テストを実施。小テスト 10 回分（全 10 回分 100 点満点）により、成績評価を

行う。なお、小テストの提出をもって出席確認を兼ねる。 

テ キ ス ト 

 

小学校学習指導要領（平成29年3月告示）／中学校学習指導要領（平成29年3月告示） 

小学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月）／中学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月） 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月告示） 

小林秀之・米田宏樹・安藤隆男編著『特別支援教育 -共生社会の実現にむけて-』ミネルヴァ書房，2018. 

参 考 文 献 必要な場合には各回授業中に提示する。 

授 業 外 に お け る 

学 習 方 法 

テキストを用いた予習と授業時の配布資料等による復習、授業中に出たトピックについて主体的な調べ学習。 

受講学生に望むこと 教壇に立った時に、特別なニーズのある児童生徒は必ず教室にいます。自覚をもって主体的に学習してほしい。 

備 考 旧課程の障害児指導法に対応。 



授 業 科 目 名 特別支援教育（Special Needs Education） 

科 目 番 号 9606411 授 業 形 態 講義 

単 位 数 1単位 標 準 履 修 年 次 3年次 

実 施 学 期 春AB 曜 時 限  月曜・4時限 

対 象 学 群 ・ 学 類 体育専門学群限定 

担当教員（連絡先） 齊藤 まゆみ，澤江 幸則 

オ フ ィ ス ア ワ ー  

授業の到達目標 

 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。 

・障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。 

授 業 の 概 要 

  

 

我が国のインクルーシブ教育システム化においては、通常のクラスに障害のある児童・生徒が在籍することは当然

のこととなる。そのため、障害について知り、障害をより良く理解し、適切な教育環境を作ることが必要となっている。

ここでは種々の障害のある児童・生徒児の正しい理解及び障害児の教育について、加えて、母国語や貧困の問題等

により特別の教育的ニーズのある児童・生徒への対応の必要性を解説する。 

授 業 計 画 

 

授業計画 

第１回：特別支援教育及びインクルーシブ教育の制度と理念（担当：齊藤まゆみ） 

第２回：障害児指導の実際（１）アダプテッド体育・インクルーシブ体育（担当：齊藤まゆみ） 

第３回：障害児指導の実際（２）視覚障害児の教育（担当：齊藤まゆみ） 

第４回：障害児指導の実際（３）聴覚障害児の教育（担当：齊藤まゆみ） 

第５回：障害児指導の実際（４）肢体不自由児の教育（担当：齊藤まゆみ） 

第６回：障害児指導の実際（５）知的障害児の教育（担当：澤江幸則） 

第７回：障害児指導の実際（６）自閉症・情緒障害児の教育（担当：澤江幸則） 

第８回：障害児指導の実際（７）注意欠陥多動性障害児の教育（担当：澤江幸則） 

第９回：障害児指導の実際（８）障害はないが特別な支援の必要のある児童・生徒への支援（担当：澤江幸則） 

第１０回：今後の課題と展望（担当：澤江幸則）  

成 績 評 価 方 法 授業内課題 

テ キ ス ト 

 

 

参 考 文 献 藤田紀昭・齊藤まゆみ 編著（2017）これからのインクルーシブ体育・スポーツ―障害のある子どもたちも一緒に楽し

むための指導. ぎょうせい. 

齊藤まゆみ 編著（2018）教養としてのアダプテッド体育・スポーツ学. 大修館書店. 

中学校学習指導要領解説 保健体育編（平成29年7月） 

高等学校学習指導要領解説 保健体育編（平成30年7月） 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月告示） 

授業外における 

学 習 方 法 

 

受講学生に望むこと  

備 考 旧課程の障害児指導法に対応。 
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